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0. 概要 

0.1. シェーマ 

 

0.2. 目的 

D2、あるいは D2+（D2(+)）郭清をすべき過小診断例（Underestimation）が一定数含まれる cT1N0 胃癌に対

し、一律に D1、あるいは D1+（D1(+)）郭清を行うことが許容されるかどうかを、D2(+)と D1(+)郭清の成績を比

較することで、探索的に検討する。 

0.3. 対象 

JCOG胃がんグループで実施された以下の 2試験に登録された全適格例のうち、R0切除が行われた患者

を対象とする。 

・ JCOG0912「臨床病期 I期胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の開腹幽門側胃切除に対する非劣

性を検証するランダム化比較試験」 

・ JCOG1401「臨床病期 I期胃癌に対する腹腔鏡下胃全摘術および腹腔鏡下噴門側胃切除術の安全性

に関する非ランダム化検証的試験」 

0.4. 方法 

術前診断が cT1N0 胃癌に対して D1(+)郭清を伴う胃切除を行い、Underestimation がない患者（non-

underestimate群）とUnderestimationがある患者（underestimate群）の比較を行う。また、コントロールとして、

cT1N1 もしくは cT2N0 胃癌に対して D2(+)郭清を伴う胃切除を行い、病理所見で pT2-4 and/or pN+であった

患者（control 群）を用い、同様に underestimate 群との比較を行う。 

＜研究対象＞ 

 pT1N0 
pT2-4 

and/or pN+ 

cT1N0 

かつ D1(+)郭清 
non-underestimate 群 underestimate 群 

cT1N1 or cT2N0 

かつ D2(+)郭清 
 control 群 

0.5. 研究期間 

研究期間：研究許可日から 2027 年 6 月まで、プロトコール承認後 2 年 

0.6. 問い合わせ先 

研究事務局：佐藤 雄哉 

太田西ノ内病院 外科 

〒963-8558 福島県郡山市西ノ内 2 丁目 5−20 
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